






























































龍ケ崎市第２期地域福祉計画　進行管理シート（社会福祉協議会）
評価：A…目標達成・順調　B…概ね順調　C…課題がある　D…見直しが必要

１　やさしい思いやりの心を育てる

１－１　地域福祉を担う人づくり　（地域福祉計画　P45～）

1-1-1　地域福祉意識の向上 所管係 令和４年度実施計画（スケジュール・目標など） 令和５年３月末の実績並びに課題 評価

〇福祉出前講座の充実

車いすやアイマスク体験など福祉出前講座を、小中学校をはじめ中核
的な地域コミュニティや住民自治組織などに広くＰＲすることで、活
用を促進します。また、講座の内容も充実します。

〇青少年ボランティア育成事業の推進

小中学生及び高校生・大学生に対し、福祉行事・催しなどをはじめ高
齢者や障がい者との交流など実体験を通したふれあい活動の内容の充
実と参加者の拡大を図ります。

〇ボランティア講演会の充実

障がい者が地域で安心して暮らしていけるよう地域の方々を対象に障
がい者をテーマとしたボランティア講演会の開催・充実を図ります。

〇ふれ愛交流事業の開催

ふれ愛キャンプ・クリスマスを開催することで、障がいのある人もな
い人もレクリエーションなどでのふれあいを通して、やさしい思いや
りの心を育みます。

Ｂ

A

Ｂ

Ｂ

基本目標

基本施策

地域福祉係

地域福祉係

生活支援係

地域福祉係

校長会にて福祉出前講座について案内し、総合的な学習の時間などに活
用いただけるよう努めた。感染対策を踏まえた実施方法を提案し、学校
からの学習プランの相談に応じた。令和4年度は、ボランティアとの連
携により、車いす体験を５回（うち2回は地域コミュニティの防災訓練
の中で実施）、点字体験を４回、手話体験を６回、アイマスク体験を３
回、高齢者疑似体験セットや手話DVDなどの備品貸出２回を含め、合計
２０回実施することができた。

小中学校の校長会において新型コロナウイルス感染症対策に
応じた福祉出前講座について説明を行い、総合的な学習の時
間などにおいて活用いただけるよう努める（5月）。
また、地域コミュニティにおいても広く活用されるよう、地
域訪問時にチラシを用いながら説明を行い、促進を図る。そ
のほか、「ホームページ」などにも掲載し広くPRをして、普
及に努める。

ジュニアボランティア・高校生ボランティアにおいて、新型
コロナウイルス感染症対策を講じた内容を作成し、安心して
参加できるように努める。
また、高校生などの若い層のボランティアの育成を目的とし
て、放課後などの活動の場の設置に向け、学校などと協議・
調整を行う。

地域の方々に「障がい理解」につながるよう障がい者自身や
関係者に協力いただき、災害や医療的ケア児などをテーマと
した講演会を企画・実施する。（年3回、各回とも30人以上
の参加者を目標とする）。

令和４年度…年３回、各回３０人

コロナ禍においても、感染対策を講じながら、安全に実施で
きるよう計画する。市内特別支援学級や近隣の特別支援学校
との連携を図り、新規の参加者の発掘に努める。近隣の大
学・専門学校など新規募集を図り、新規の学生ボランティア
の獲得につなげる。

ジュニアボランティア（３日間延べ４１人）・高校生ボランティア（９
日間延べ６２人）の合計１０３人が参加。高校生ボランティアについて
は開催前に竜ヶ崎二高においてワークショップを行い、事前PRしたこと
で昨年度と比べ参加者を増やすことができた。

新型コロナウイルス感染症拡大により、開催は1回となってしまったが
昨年度から調整をしていた「医療的ケア児」をテーマとした講演会を行
うことができた（参加者18名）。

　8月開催の「ふれ愛キャンプ」については、新型コロナウイルス感染
症拡大を考慮し、宿泊ではなく日帰りの「ふれ愛縁日」として8月6日
（土）に開催。また、「ふれ愛クリスマス」については、12月11日
（日）に感染症対策を徹底しながら開催し、障がい者と地域ボランティ
アが一緒に活動しながら、相互理解を深める機会をもつことができた。



1-1-2　地域福祉を支える人材の発掘・育成 所管係 令和４年度実施計画（スケジュール・目標など） 令和５年３月末の実績並びに課題 評価

〇ボランティア入門講座の開催

地域活動のきっかけとなるようなボランティア入門講座の内容の充実
を図り、地域福祉の担い手となる人材確保に努めます。

目標値：令和３年度…２０人
（平成３０年度…２３人・目標達成）

〇青少年ボランティア育成事業の推進〔再掲〕

小中学生及び高校生・大学生に対し、福祉行事・催しなどをはじめ高
齢者や障がい者との交流など実体験を通したふれあい活動の内容の充
実と参加者の拡大を図ります。

〇ボランティア情報発信の充実

ボランティア活動の情報や募集など、市広報紙（「りゅうほー」）や
「しゃきょうだより」や「ホームページ」などを通して積極的に情報
発信します。

B

A

A

地域福祉係

地域福祉係

ジュニアボランティア・高校生ボランティアにおいて、新型
コロナウイルス感染症対策を講じた内容を作成し、安心して
参加できるように努める。
また、高校生などの若い層のボランティアの育成を目的とし
て、放課後などの活動の場の設置に向け、学校などと協議・
調整を行う。

地域福祉係
社会福祉協議会の事業支援やボランティア団体へ参加する
きっかけとなるような講座を開催する。

年４回発行の「しゃきょうだより」（全戸配布）の「ボラン
ティア」ページにボランティア活動の一覧や団体紹介をはじ
め、保険やボランティア活動や募集などのPRを行う。また、
社協「ホームページ」・「facebook」には関係団体の助成金
情報などを掲載する。

ボランティア育成を目的として各講座を開催した。
・点訳講座（全８回）受講者５名
・手話講座（全10回）受講者18名
・入門講座（車いす体験）受講者５名

手話講座については、定員（20名）に近い参加があったが、入門・点
訳については参加者が低調であり、今後ＰＲのあり方について再考が必
要。

ジュニアボランティア（３日間延べ４１人）・高校生ボランティア（９
日間延べ６２人）の合計１０３人が参加。高校生ボランティアについて
は開催前に竜ヶ崎二高においてワークショップを行い、事前PRしたこと
で昨年度と比べ参加者を増やすことができた。

「しゃきょうだより」（全戸配布）6・９・１・３月号にボランティア
連絡協議会加盟団体の活動紹介や会員募集などの情報を掲載。また、ボ
ランティア保険の改訂情報やプラン別の一覧表を作成し、社協「ホーム
ページ」に掲載した。その他、助成金情報をはじめ、他市町村で災害が
起った際には、災害ボランティア募集の情報などを社協「ホームペー
ジ」・「facebook」に掲載し、情報発信に努めた。今後、閲覧件数に
も留意し、情報発信の方法も検討しながら更なる充実を図る。



評価：A…目標達成・順調　B…概ね順調　C…課題がある　D…見直しが必要

２　ふれあいの輪を広げる

２－１　地域交流の活性化　（地域福祉計画　P52～）

2-1-1　人々の交流の促進 所管係 令和４年度実施計画（スケジュール・目標など） 令和４年３月末の実績並びに課題 評価

〇イベント用品貸出のＰＲ強化

地域行事・催しなどを行う際にテントや鍋など用品の貸し出しを行う
など、地域活動を支援します。

〇地域行事・催しなどの支援

コミュニティセンター単位に配置した担当職員が、行政と連携しなが
ら、地域訪問を通し地域福祉活動に加わりながら、積極的に他地区の
情報を提供し活動の支援に努めるとともに、ボランティアなど地域の
人材を紹介することで、地域行事・催しなどの支援を行います。

〇ふれ愛交流事業の開催〔再掲〕

ふれ愛キャンプ・クリスマスを開催することで、障がいのある人もな
い人もレクリエーションなどでのふれあいを通して、やさしい思いや
りの心を育みます。

2-1-2　既存施設の活用（居場所づくり） 所管係 令和４年度実施計画（スケジュール・目標など） 令和５年３月末の実績並びに課題 評価

〇中央支所（交流サロン）の充実

交流サロンでは、生きがいづくり運動や様々な趣味活動などの活性化
を図ります。

〇サロン活動の状況把握及び情報発信

地域の集会所などで行われている活動の情報把握に努めるとともに広
報紙などで紹介を行います。また、活動の相談に応じるとともに、必
要に応じボランティアなど地域の人材を紹介し、活動の支援を行いま
す。

基本目標

基本施策

地域福祉係

地域福祉係

地域福祉係

A

B

B

支所係

地域福祉係

B

C
サロン活動の状況については、コロナ禍で休止中のサロンも多く、実態
調査はできなかったものの、新型コロナウイルス感染症対策を講じなが
ら実施しているサロンを取材し、「しゃきょうだより」で紹介した。

会費依頼や地域コミュニティにおいて備品貸出の説明やパン
フレットを配布、社協「ホームページ」「facebook」への掲
載によるＰＲを行い活用の推進を図る。地域団体のほか施設
などへの貸出も積極的に行う。
また、イベント用品のメンテナンスを行い、いつでも貸出が
行える状態に保つよう努めるとともに、備品一覧の見直しを
行う。

地域訪問時に出前メニュー表（福祉体験・芸能ボランティア
リストなどの一覧）を配布・PRし、活用いただけるようにす
る。併せて、社協「ホームページ」「facebook」にも掲載
し、PRを行う。
また、他地区で行っている地域行事などの情報を社協「ホー
ムページ」「facebook」に掲載するなど情報を提供すること
で支援を行う。

コロナ禍においても、感染対策を講じながら、安全に実施で
きるよう計画する。市内特別支援学級や近隣の特別支援学校
との連携を図り、新規の参加者の発掘に努める。近隣の大
学・専門学校など新規募集を図り、新規の学生ボランティア
の獲得につなげる。

新型コロナウイルス感染症の影響により、休止している団体
や個人に対して、定期的に声がけを行い、今後の利用につな
げる。また、定期的なミニイベントを開催し、利用者に楽し
んでもらい利用促進を図る。

会費依頼をはじめ地域訪問時にサロン活動の状況を調査し、
それらを地区ごとに一覧にまとめる。まとめたものを「しゃ
きょうだより」（全戸配布）へ掲載しＰＲを図る。

地域コミュニティへパンフレットを持参し案内するとともに、会館入口
にのぼり旗を掲示しPRを行った。広く市民にPRできるよう、備品貸出
時にのぼり旗とポスターをお渡しし、イベント会場に掲示していただく
よう依頼した。また、貸出に備えて３か月に1回、備品の状態・動作を
確認した。今後も定期的なメンテナンスを行い、周知をしながらより市
民に活用してもらえるよう進めていく。
　貸出件数…７４件

出前メニュー表の配布には至らなかったが、社協「ホームページ」に掲
載し、PRを行った。
　相談件数…18件　紹介件数…4件
また、各地域で行われている活動や行事などを取材し、地域活動情報と
して社協「ホームページ」「facebook」に掲載することで、情報発信
を行った。

　8月開催の「ふれ愛キャンプ」については、新型コロナウイルス感染
症拡大を考慮し、宿泊ではなく日帰りの「ふれ愛縁日」として8月6日
（土）に開催。また、「ふれ愛クリスマス」については、12月11日
（日）に感染対策を徹底しながら開催し、障がい者と地域ボランティア
が一緒に活動しながら、相互理解を深める機会をもつことができた。

新型コロナウイルス感染症対策を徹底しながら、11周年イベントとし
て8月に各講座の集合写真を撮影し、支所内で掲示した。11月にはス
ポーツ体験として輪投げイベントを実施し利用者増を図った。また、利
用を休止している個人にも連絡を行ったが、来所にはつながらなかっ
た。今後も継続的な声かけをしていく。

※佐貫西口支所では、子どもを対象とした「おもちゃづくり」（9月
～）、高齢者を対象とした「健康ヨガ体操」を開始（11月）した。
これらが功を奏してか、利用を控えていた方に声がけしたことで、利用
を再開する方が増えた。



評価：A…目標達成・順調　B…概ね順調　C…課題がある　D…見直しが必要

2-1-3　地域情報の発信・交換 所管係 令和４年度実施計画（スケジュール・目標など） 令和４年３月末の実績並びに課題 評価

〇地域活動の情報発信

地域訪問活動を通して、地域活動の情報を収集するとともに、「しゃ
きょうだより」や社会福祉協議会「ホームページ」から情報を発信
し、活動の周知・拡充に努めます。

中核的な地域コミュニティや住民自治組織、長寿会など地域の会合の
場で、社会福祉協議会の事業について説明を行うとともに地域情報の
収集に努めます。

〇点字・声の広報など事業の推進

視覚に障がいのある方に対しては、毎月、福祉技術ボランティアによ
り市広報紙（「りゅうほー」）や「しゃきょうだより」など広報物の
点訳用紙や音訳ＣＤを盲人用郵便物で郵送し、情報の提供に努めま
す。

A

B

B

地域福祉係

各地区への訪問は合計137回であった。訪問により収集した情報をまと
めた「資源リスト」、地区別の高齢化率や年齢別人数をまとめた人口統
計を作成し、社協「ホームページ」「Facebook」で紹介した。また、
地域福祉かわら版として「しゃきょうだより」（９・１・３月号）に全
13地区、社協「ホームページ」「facebook」に２２件の活動情報を掲
載した。
引き続き、地域活動情報を掲載し、活動の周知に努める。

一般会費においては住民自治組織代表者を訪問し、社協事業のPRを行
い、173地区からの協力を得る。（納入率96.65パーセント）
社協PR用カレンダーを2,000部作成し、長寿会会員や社協関連施設利
用者、各地区コミュニティセンターに配布し周知した。（３月）
カレンダーについては、長寿会には好評であるが、それ以外の方々の活
用状況はつかめていない。

ボランティアの協力により点訳・音訳した広報物「しゃきょうだより」
「りゅうほー」を作成し、視覚障がい者へ郵送した。また、「りゅう
ほー」については、市のホームページで音声による情報提供を行った。
また、当会及び龍ケ崎市役所の窓口に視聴用CDを受付カウンターに配
置し、周知に努めた。
新規利用者の獲得につながるよう、今後広報の仕方についてさらなる検
討が必要である。
　・点訳利用者　５名
　・音訳CD利用者　11名

各地区へ概ね月1回の訪問、年1回以上、地域活動について社
協「ホームページ」「facebook」「しゃきょうだより」（全
戸配布）の掲載を行う。

全地区からの会費納入を目指し、社協事業のPRや協力依頼を
強化する。
次年度PR用カレンダーの内容を検討し作成する（2、000
部：２月作成）

広報物を利用者へ着実に提供するとともに、社会福祉課と連
携し手帳更新者に対し、ＰＲを行う。また、「しゃきょうだ
より」（全戸配布）に事業を掲載するほか、チラシを作成
し、行政機関など配布場所を増やし、利用者の募集を行う。

〇中核的な地域コミュニティや地域団体への社会福祉
　　協議会事業の情報発信

総務係

地域福祉係



評価：A…目標達成・順調　B…概ね順調　C…課題がある　D…見直しが必要

２－２　地域ネットワークの推進（地域福祉計画　P61～）

2-2-1　相談支援体制の確立 所管係 令和４年度実施計画（スケジュール・目標など） 令和４年３月末の実績並びに課題 評価

〇ふれあいネットワーク事業の推進

職員間の連携・共有を図りながら、コミュニティセンター単位に配置
した担当職員が地域訪問した際に、ニーズ把握に努めるとともに、要
支援者の相談にも応じ、内容ごとに必要な機関を紹介し、解決に努め
ます。

〇ふれあい相談サロンの充実

心配ごと相談、法律相談の周知徹底を図るとともに、移動相談を実施
するなど相談者が相談しやすい環境・雰囲気づくりに努めます。

2-2-2　保健・医療・福祉の連携体制づくり 所管係 令和４年度実施計画（スケジュール・目標など） 令和５年３月末の実績並びに課題 評価

〇地域ケアシステムの推進

高齢者や障がい者など地域で生活課題を抱えて困っている方一人ひと
りに保健・医療・福祉の関係者はじめ、地域住民・ボランティアの人
たちによる在宅ケアチームを編成して、ファミリーケアを目指したき
め細かい在宅サービスを提供します。

B

B

B

コミュニティセンター単位で担当職員を配置し、地域への訪問を行っ
た。その際、地域活動や助成金などについて相談を受け、他地区の状況
や助成金情報を提供し、問題解決に努めた。職員会議については実施で
きなかったが、訪問時に収集した情報をまとめた「地域資源データ」や
地区別人口統計をHPに掲載し、地域の現状を周知した。
訪問頻度・対応について地区によりばらつきがみられるので、今後、訪
問のあり方など再考が必要である。

関係機関へのチラシ配布は行えなかったが、毎月発行の「りゅう
ほー」、「しゃきょうだより」（全戸配布）6・9・1・3月号へ案内を
掲載し周知を図りながら実施した。
　心配ごと相談…２４日開設　相談受付２７件
　法律相談…２４日開設（３名/１日定員）　相談受付６９件

※なお、新型コロナウイルス感染症対策として、広い部屋を確保し、相
談者に不安感を抱かせないような配慮を徹底して行った。

関係機関と連携を図りながら、在宅ケアチームを8チーム編成し、支援
にあたった。また、給食サービスや日常生活自立支援事業など関連事業
との連携を高めるとともに、民生委員児童委員をはじめ、障がい者相談
員、ケアマネなどの関係機関と連携し、相談体制の確立を図った。
対応している8チーム以外にも、潜在化しているケースも多数あると見
込まれる。今後アウトリーチの手法を取り入れ、更なるケースの掘り起
しが必要である。

地域活動の相談や要支援者からの相談に対し、他地区の事例
を紹介したり、関係機関につなげるなど問題解決に努める。
また、定期的な職員会議（年３回）などを行い、情報の共
有、職員のスキル向上に努めるとともに各地の地域情報を台
帳にまとめ、その情報をホームページなどに掲載する。

地域福祉係

生活支援係

生活支援係

基本施策

昨年度に引き続き、法律相談を月２回、心配ごと相談を月２
回実施。毎月発行の「りゅうほー」をはじめ、「しゃきょう
だより」（全戸配布）に日程表を掲載し、ＰＲを行う。
※なお、令和４年度においても、新型コロナウィルス感染拡
大防止策として、広い部屋を確保するなど、相談者に不安感
を抱かせないような配慮を徹底して行う。

支援が必要な方に対し、関係機関と連携を図りながら、在宅
ケアチームを編成し、支援をしていく。また、ふれあいネッ
トワークでのニーズ発掘や日常生活自立支援事業やふれ愛給
食サービスなど関連事業担当者と連携を取りつつ、民生委員
児童委員はじめ障がい者相談員、ケアマネなど関係者との連
絡体制も密にしながら進めていく。



評価：A…目標達成・順調　B…概ね順調　C…課題がある　D…見直しが必要

３　みんなでささえあう地域づくり

３－１　福祉活動の推進　（地域福祉計画　P69～）

3-1-1　市民活動・ボランティアの拡充 所管係 令和４年度実施計画（スケジュール・目標など） 令和５年３月末の実績並びに課題 評価

〇ボランティアセンターの機能充実

・ボランティア情報の発信

「しゃきょうだより」や「ホームページ」などで活動している団体紹
介を行い、加入促進を図ります。

・ボランティア団体の活動振興

関係機関で行っている助成金の情報などを積極的に発信したり、活動
の相談に応じるなどボランティア団体の支援を強化していきます。

〇ボランティア連絡協議会の活動推進

市内の様々な団体で構成される龍ケ崎市ボランティア連絡協議会に対
し、助成を行うとともに、社会福祉協議会との協働事業の開催、活動
の情報発信など、ボランティア連絡協議会の活動振興及びボランティ
アに対する啓発を図ります。

〇地域行事・催しなどの支援〔再掲〕

コミュニティセンター単位に配置した担当職員が、行政と連携しなが
ら、地域訪問を通し地域福祉活動に加わりながら、積極的に他地区の
情報を提供し活動の支援に努めるとともに、ボランティアなど地域の
人材を紹介することで、地域行事・催しなどの支援を行います。

3-1-2　福祉サービスの適切な利用促進 所管係 令和４年度実施計画（スケジュール・目標など） 令和４年３月末の実績並びに課題 評価

〇日常生活自立支援事業の実施

判断能力が不十分な認知症の高齢者、障がい者などで、親族などの援
助が得られない方に対し、日常の金銭管理や書類などの預かりサービ
スと併せ、適切に福祉サービスを利用できるよう支援します。

B

　「しゃきょうだより」（全戸配布）6・９・１・３月号にボランティ
ア連絡協議会加盟団体の活動紹介や会員募集を掲載。社協「ホームペー
ジ」「facebook」には、関係団体の助成金情報を掲載し情報提供する
とともに、助成申請の支援（３件）を行った。今後もさらなる充実を
図っていく。

C

B

B

基本目標

基本施策

地域福祉係

地域福祉係

地域福祉係

生活支援係

年4回発行の「しゃきょうだより」（全戸配布）の「ボラン
ティア」ページに団体紹介をはじめ、ボランティア情報のＰ
Ｒを行う。また、社協「ホームページ」「facebook」を活用
し、関係団体の助成金情報などを掲載する。

ボランティア連絡協議会に加盟する各団体の情報を整備する
とともに、相談に応じながら、活動の拡充を図る。また、各
団体とも高齢化、固定化がみられることから新規会員の獲得
につながるよう支援を進める。

地域訪問時に出前メニュー表（福祉体験・芸能ボランティア
リストなどの一覧）を配布・PRし、活用いただけるようにす
る。併せて、社協「ホームページ」「facebook」にも掲載
し、PRを行う。
また、他地区で行っている地域行事などの情報を社協「ホー
ムページ」「facebook」に掲載するなど情報を提供すること
で支援を行う。

事業契約者の金銭管理をはじめ年金や障がい者手帳の更新な
ど市への手続きを速やかに対応できるよう関係機関との連携
しながら対応をしていく。とりわけ、生活保護受給者や精神
障がい者の相談が増加しており、円滑な対応ができるよう積
極的に研修に参加し、スキルアップに努める。また、民生委
員やケアマネなど関係機関へパンフレットを配布するなど事
業の周知を図っていく。

利用契約者（21人）に対し、日常的な福祉サービスの利用や金銭管
理、年金手続きなどについて、関係機関の連携により支援した。後見制
度の移行や施設入所などにより４件が解約となったが、新規契約が６
件、新規契約に向けた相談も数件入っておりニーズは高まっている。事
業推進にあたり、ケアマネジャーや医療機関など関係機関との連携が必
要不可欠であり、今後も連携強化に努める。

ボランティア連絡協議会加盟団体の情報を収集し整備を行うとともに、
相談に応じながら支援を行なった。
また、「しゃきょうだより」（全戸配布）6・９・１・３月号にボラン
ティア連絡協議会加盟団体の活動紹介や会員募集を掲載した。
しかしながら、コロナ禍により活動を休止している団体も多く、会員の
高齢化も顕著となっている。

出前メニュー表の配布には至らなかったが、社協「ホームページ」に掲
載し、PRを行った。
　相談件数…18件　紹介件数…4件
また、各地域で行われている活動や行事などを取材し、地域活動情報と
して社協「ホームページ」「facebook」に掲載することで、情報発信
を行った。



評価：A…目標達成・順調　B…概ね順調　C…課題がある　D…見直しが必要

４　人にやさしいまちづくり

４－１　安全・安心なまちづくり（地域福祉計画　P77～）

4-1-1　防犯・防災対策の充実 所管係 令和４年度実施計画（スケジュール・目標など） 令和５年３月末の実績並びに課題 評価

〇各地域での災害訓練の支援

各地域で開催される防災訓練において車いす体験の支援を行い、災害
時に要支援者の避難をスムーズに行えるようにします。

〇災害ボランティアセンターの体制整備の充実

大規模災害時に災害ボランティアセンターを設置し、復興に向けて速
やかに動き出せるよう、ボランティアの受け入れと運営ができるよう
体制整備に努めます。

4-1-2　見守り体制の充実 所管係 令和４年度実施計画（スケジュール・目標など） 令和５年３月末の実績並びに課題 評価

〇ふれ愛給食サービスの充実

ひとり暮らし高齢者を対象に月2回、引きこもり防止と安否確認を目
的としたボランティアによるお弁当の宅配を行います。また、緊急時
にも速やかに対応がなされるよう、関係機関との連携強化を図りま
す。

4-1-3　生活困窮者への支援 所管係 令和４年度実施計画（スケジュール・目標など） 令和４年３月末の実績並びに課題 評価

〇フードドライブの周知徹底

ＮＰＯ法人フードバンク茨城と連携し、生活困窮世帯の自立支援対応
の一環として、家庭に眠っている食品を集める活動「フードドライ
ブ」の周知徹底を図ります。

〇生活福祉資金貸付事業の実施

茨城県社会福祉協議会からの事務委託により、低所得世帯や高齢者・
障がい者世帯の経済的自立及び生活意欲の助長を促進します。

B

B

B

B

B

基本目標

基本施策

地域福祉係

地域福祉係

地域福祉係

生活支援係

生活支援係

引き続き、市役所ロビー、地域福祉会館、中央支所、元気サ
ロン松葉館の４か所に設置してある、フードドライブについ
て「しゃきょうだより」（全戸配布）にてＰＲを行う（2回掲
載）とともに、社協「ホームページ」「Facebook」など広
報媒体をはじめ民生委員など関係機関へのPRを進めていく。

相談者に対し、貸付の可能性の可否、貸付にあたっての必要
書類の準備など、県社会福祉協議会、市生活支援課と連携
し、迅速な対応に努める。また、ひとり親家庭や、精神障が
い者の相談も増加しており、円滑な対応ができるよう積極的
に情報収集に努めていく。

地域コミュニティ、住民自治組織などでの防災訓練時に車い
す体験について説明・ＰＲを行い、活用促進を図る。

昨年度延期となった茨城県社協と共催で行う災害ボランティ
アセンター運営訓練を関係機関協力のもと実施する。
また、災害時の協力体制について龍ケ崎市と協定を締結し、
速やかに支援活動が開始できるよう連携強化に努める。

利用者の孤独・不安感を緩和するため、感染症対策に留意し
ながら、宅配による見守りを行うとともに、生活に必要な情
報を提供し、つながりを絶やさない支援に努める。また、利
用者のサービス利用状況や緊急連絡先の確認など情報更新を
順次行い、3か月間利用停止の方に対し、市と連携し利用者の
状況について把握する。
また、ボランティアについても再開時に速やかに活動につな
げられるよう働きかけをしていく。

各地域コミュニティ・自治会での防災訓練にて、車いす体験の協力につ
いて相談を受け、大宮・川原代の２地区で実施した。今後も引き続き、
防災訓練時の車いす体験について説明やPRを行っていく。

令和4年７月１０日（日）に茨城県社協と共催で災害ボランティアセン
ター運営訓練・防災ボランティアリーダー養成研修会を開催した。
　参加人数：44名
今後、体制強化にあたっては、様々な関係機関との協議の場を設けるな
どし、さらなる連携を図っていく。

新型コロナウイルス感染症拡大により、調理ならびに宅配ボランティア
の活動を休止していたが、調理ボランティアは10月より、宅配ボラン
ティアは12月より活動を再開した。あわせて､小学校児童作成の絵葉書
や手紙を届けることで､孤独や不安感の解消に努めた。また、3カ月間
サービスを休止している利用者については、本人や家族、ケアマネに、
介護サービスの利用状況や体調面などの近況を電話で確認した。
利用者とはつながりを絶やさない支援を続けることができたが、ボラン
ティアについては退会者も数名おり、新たなボランティアを確保する必
要がある。

利用者数・・・161名（令和５年3月31日現在）

「しゃきょうだより」などでの周知ができなかったものの、民生委員な
ど関係機関に都度、PRを進めたことで、3月末までに134件（昨年度比
+35件）の寄付を受けることができた。
※相談者への提供件数…129件
生活困窮の相談は増加傾向にあり、提供も多くなることが見込まれる。
今後はＮＰＯ法人フードバンク茨城との連携を深めつつ、更なる周知徹
底を図り、より多くの寄付を受付できるようにしていく。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により収入が減少した世帯に対す
る特例貸付をはじめ、生活困窮に陥った世帯への貸付相談などを行った
（相談件数433件・申達件数67件）。今後も県社協及び市関係各課と
連携し、速やかな対応を心がけ、包括的な支援に努めていく。



4-1-4　移動手段の確保 所管係 令和４年度実施計画（スケジュール・目標など） 令和５年３月末の実績並びに課題 評価

〇福祉車両の貸出し

車いす使用者が通院などの移動に際し、車いすに乗ったまま搭乗でき
る社会福祉協議会所有のリフト車の貸出しについて、広くＰＲし地域
住民に活用していただけるよう促進します。

〇シルバーカー購入助成事業

高齢者がシルバーカーを購入した際に、購入の助成をすることで日常
生活の便宜を図ります。 C

B

生活支援係

生活支援係

「しゃきょうだより」（全戸配布）や社協「ホームページ」
へ掲載するとともに、民生委員など関係者をはじめ地域訪問
時に職員が地域住民へ説明するなど、広く活用いただけるよ
う周知を図る。

「しゃきょうだより」（全戸配布）の掲載、販売店、各コ
ミュニティセンターへのＰＲを通し周知を図ります。前年度
より５％増の助成を目指していく。

「しゃきょうだより」（全戸配布）６月に掲載し周知を行った。
　利用実績35（前年比＋17件）
今後も周知を拡大し、より多くの方に活用いただけるようにする。

73件の助成を行った。販売店へポスターの掲載依頼などのPRを行った
が、昨年度より▲１件となってしまった。今後は、地域訪問やふれ愛給
食宅配時にチラシ配布するなど更なるPRを進めていきたい。
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